平成19年度実務担当者会議報告
（NPO法人日本医学図書館協会東海地区会共催・日本薬学図書館協議会東海地区協議会協賛）
日　時：2008年1月25日(金)　10時30分～16時
[image: image1.wmf]会　場：名古屋市立大学病院　第1会議室　（病棟･中央診療棟４F）
テーマ：開かれた医学・医療情報を！

プログラム　
第1部「患者さんへの医学・医療情報提供　～患者図書室の実際～」①
　　講演「患者図書室の現状と課題」
　　講師　池上英隆　氏（いいなステーション・プランナー）
第1部「患者さんへの医学・医療情報提供　～患者図書室の実際～」②
　　報告：東海地区における患者図書室の現状
　　　　　 アンケート結果報告          （岐阜大学医学図書館・福永由美子氏）
　　　　　　患者図書室紹介1　静岡県立静岡がんセンター「あすなろ図書館」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（静岡県立静岡がんセンター医学図書館・山崎むつみ氏）
　　　　　　患者図書室紹介2　高山赤十字病院「ラウンジ図書コーナー」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高山赤十字病院・木下久美子氏）
　　　　　　患者図書室紹介3　総合大雄会病院「医療法人大雄会図書室」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（医療法人大雄会図書室・山田いづみ氏）
　　　　　　患者図書室紹介4　東邦大学医療センター大森病院「からだのとしょしつ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東邦大学医学メディアセンター・佐山暁子氏）
　　　　　　患者図書室紹介5　名古屋市立大学病院「患者情報ライブラリー」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（名古屋市立大学総合情報センター川澄分館・田原美奈子氏）
　　　　　　見学会（名古屋市立大学病院患者情報ライブラリー）
第2部「一般市民への医学・医療情報提供～医学図書館と公共図書館連携の試み」

　　　　事例報告「実践から考える地域健康支援の可能性」

　　　　講師　市川美智子　氏（愛知医科大学医学情報センター）
参加者：63名　（病院39名　大学18名　その他6名）
担  当：名古屋大学・岐阜大学・名古屋市立東市民病院・名古屋市立大学　
概　要：
· 第1部①、池上英隆氏の講演では、最初にアイスブレイクを兼ねたグループワークで「医療情報には何があるか」を出しあった。その後、全国の患者図書室の事例を、多くの写真を交えて紹介いただいた。会場からは設備に関する質問や運営方法への助言を求める声も飛び出し、このテーマに対する関心の高さが伺えた。
· 第1部②として今回の実務担当者会議に先立ち行った「患者図書室についてのアンケート」の集計結果、さらに同時に作成した「東海地区患者図書室リスト」についての報告を行った。次に、館種・規模の異なる5つの患者図書室の事例紹介を行った。今回アンケートを行ったことで東海地区における患者図書室の実態が把握できたことと、参加者がさまざまな事例を興味深く聞き、今後の参考にできる内容であったことが成果であった。その後、3グループに分かれて5月にオープンした名市大病院患者情報ライブラリーの見学も行った。
· 第2部は、愛知医科大学が行っている地域連携事業の報告であった。地域の公共図書館の市民情報提供サービスを「健康支援」というコンセプトで大学がサポートするというもので、パスファインダーの作成、講演会への講師派遣等の事例紹介は、参加者にとっても地域連携の可能性を考えさせられた報告であった。　　　　　　　









